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はじめに
　今や「冷たい戦争」は終わった。米ソを両軸とする東西対決は過去のものと
なり，世界平和と諸民族の友好を基調とする新しい時代が始まった。真の意味
での「国際化時代」の開幕だ．
　ところで，国際化時代の「国際交流」には，共通の言語手段がなければなら
ない。現在，英語その他の大国言語があたかも「共通語」であるかのように横
行しているが，これは便宜的な方法に過ぎず，世界の言語問題の究極的解決策
となることはできない。というのは，特定の民族言語を「共通語」に採用した
場合，それを母語としない人々にとって，決定的に不公平で不利となるからだ。
　戦後世界の特徴のひとつに，ナショナリズムの勃興がある。その精神的基盤
は固有の言語と伝統文化だ。民族のアイデンティティの証明として，特に言語
が重要視されている。地球上に存在する言語の数は3000とも5000ともいわれる。
言語学の教えるところでは，それらは意思の表出と伝達の手段という言語本来
の機能にっいては，それぞれりっぱに役割を果たしていて，その意味ではすべ
て平等・同権である。もし，それらの言語が大国言語と同等の権利を主張し始
めたら，世界の言語状況は収拾のっかない混沌に陥り，「国際交流」などはとう
てい不可能になるに違いない。
　人類には共通語がどうしても必要だ。そして，それが民族語ではダメだとす
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れば，赴くところは人工言語のほかはない。つまり，国籍を問わず誰でも容易
に利用できる「中立的」「合理的」な言語手段を開発するのだ。
　周知のように，そういう言語は現に存在する。エスペラントだ。公表以来100
年余り，エスペラントの学習者は，ヨーロッパを中心に今や世界中に散在する。
アジアでは，日本，韓国，中国などで熱心に運動が進められている。その実情
と可能性を探ろうとして，かつて私は一年間東西ヨーロッパを周遊した。そし
て，今度は同じ趣旨の旅行を中南米に試みた。以下に述べるのは，私の体験的
報告である。
「中南米エスペラント旅行」の概要
　今回の企画を，私は個人的に「中南米エスペラント旅行」と名付けた。とい
うのは，その主たる目的が，この地域のエスペラント事情の調査・視察にあっ
たからである。具体的には，中南米各地に存在するエスペラント組織やグルー
プを訪問し，また組織に属していなくても現地でエスペラントの学習や普及活
動をしている人々に接触して，じかに情報を集め，国際語運動の実情につき感
触を得ようというものだ。
　発案の直接の契機となったのは，1990年7月にキューバのハバナで開催の第
75回世界エスペラント大会である。世界エスペラント界の年間最大の行事であ
る「大会」にかねて一度は参加したいと思っていたが，それをよい機会にさら
に中南米地域の周遊をも計画したのだ。さいわい趣旨に賛同する同志を得て，
少人数ながら「旅行団」という形式をとり，日本のエスペラント界にもPRし，
個人的旅行という当初の意図とは異なり半ば「公的な」体裁の下に実施するこ
とになった。
　全行程をあらかじめカバーする詳細な日程表を添付した「企画書」をとりあ
えず作成したが，その表題は「1990年中南米各国エスペラントおよび言語文化
事情調査旅行」ということにした。主な項目を引用すれば，次の通りである。
　☆　旅行期間：1990年7月9日（月）～1990年10月5日（金）
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☆　旅行団員：水野義明（日本エスペラント学会評議員・関東エスペラント連盟会長）
　　　　　　　植木国雄（日本エスペラント学会評議員・関東エスペラント連盟事務局長）
　　　　　　中村祥子（日本エスペラント学会評議員・関東エスペラント連盟役員）
☆　旅行目的　1．第75回世界エスペラント大会参加と，中南米エスペラン
　　（要旨）　　　ト界との交流
　　　　　　　2．中南米各国の言語・文化・歴史・社会などの調査・視察
　　　　　　　3．旅行の成果を種々の形で公表し，エスペラントおよびエ
　　　　　　　　　スペラントによる国際交流について一般の認識を深める
　　　　　　　　　゜°’°”°’”°’」
89日間の日程は，一部に変更があったものの順調に遂行された。
訪問国と訪問地は次の通りである。往路と帰路には，ロスアンゼルスとメキ
シコ・シティを経由した。
米国：
メキシコ
キューバ：
ベネズエラ：
コロンビア：
エクアドル：
ペルー：
ボリビア：
チリ：
アルゼンチン
ウルグアイ
ロスアンゼルス，サン・ディエゴ
メキシコ・シティ，パレンケ，メリダ，ビジャヌエーバ，
オアバカ
ハバナ，グアマ
カラカス，マラカイボ
カルタヘナ，ボゴタ
キトー，クエンカ，グアヤキル
リマ，クスコ，プーノ
ラパス，コチャバンバ，スークレ
アリカ，サンチャゴ，プエルト・モン，プンタ・アレナス
リオ・ガジェゴス，ブエノスアイレス，フロレンシア・バ
レラ
モンテビデオ
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パラグアイ
ブラジル：
グアテマラ
ベリーズ
アスンション，イパカライ，シウダー・デル・エステ
フォス・ド・イグアス，サン・パウロ，リオ・デ・ジャネ
イロ，ブラジリア，マナウス
グアテマラ・シティ，チチカステナンゴ，パナハチェル，
フローレス
ベリーズ・シティ，キー・カーカー
　以上のうち，エクアドル，パラグアイ，ベリーズを除いたすべての国で，エ
スペラント団体やエスペラント活動家および学習者と接触することができた。
中南米のほぼ全域にわたって，エスペラントと国際語思想ならびに運動が定着
していることを確認した。
　出国前の準備のひとつとして，訪問予定地に存在・居住するエスペラント組
織やエスペラント活動家に，旅行の趣旨と日程の概略を伝える手紙を発送した。
オランダのロッテルダムに本拠がある「世界エスペラント協会」発行の「年鑑
1989年版」には，世界各国の主要都市に在住する「代表委員（デレギート）」の
名簿が掲載されているが，その中から該当都市のしかるべき相手を選んで，「旅
行団」受入れの意向有無を問い合わせた。30通ほど発信して，歓迎の返事を20
通余り受け取った。最終的日程は，この結果に基づいて作成したものである。
　「旅行」は，いわばこのエスペラントのネットワークに乗って，順調に進行し
た。これは，6年以前に私が「ヨーロッパ・エスペラント旅行」を行ったとき
と同様である。エスペラントは，国際文通と海外旅行の分野で，絶大な効用を
発揮するのだ。
　　　　　　　　　　　　「中南米」の一般的印象
　「現在，この国を苦境に陥れている『四悪』は，政治家と麻薬マフィアと共産
ゲリラと泥棒だね」。コロンビアの首都ボゴダで会ったサンチャゴ・アルバレス
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氏は，率直にこう語った。コロンビアの抱えている問題は，顕在的または潜在
的に中南米諸国に共通のもののように見えた。
　北はメキシコ北境のリオ・グランデ河から南は最果てのマゼラン海峡にいた
るまで，広大な大陸はヨーロッパ系移民が建国・支配する地域だ。歴史的にみ
ると，19世紀の初め頃からしだいに宗主国であるスペインやポルトガルを離脱
し，独立国となったのであるが，その当初から国内政治は不安定で，各階層の
利害対立を背景に内紛が続き，政権の交替も他地域に比べて頻繁であった。近
年になって各国の政情はやや平穏に向かっているようであるが，たとえばペル
ーなどでは，日系新大統領の就任後もゲリラによる破壊活動が頻発し，またパ
ラグアイでは軍事政権の独裁が40年間も継続している。この地域の「大国」と
されているチリー，アルゼンチン，ブラジルなどは，過去にたびたびクーデタ
ーを経験しているし，中米のニカラグアやエル・サルバドルは今もなお内戦状
態の中にある。
　こういう政治的不安定の原因としては，（1）スペイン・ポルトガル系，インデ
ィオ系，両者の混血系，アフリカ系黒人など複雑な人種構成，（2）民主制の基盤
となる中産階級の未発達，（3）近代政治の伝統の不足，（4）一部地域の教育水準や
識字率の低さ，（5）外国勢力の介入，などが挙げられるが，基本的にはこの地域
の一般的貧困と貧富の格差の隔絶に帰することができるであろう。
　ということは，言い換えれば経済問題である。ふつうの旅行案内書にもたい
てい書いてあるように，この地域の経済状況は，国の大小を問わず一般に振る
わない。国民総生産，貿易収支，対外債務，外貨保有高，インフレ率，失業率，
平均賃金など，どの指標をとりあげても，おしなべて不振だ。資本家や大地主
のような一握りの階層を除いては，国民の大部分，特に先住民族系のインディ
オが，極端な窮乏状態に置かれていて，その日その日の生活に精一杯という印
象であった。街路には乞食や失業者が溢れ，物売りやドル買いがごった返し，
当然ながら犯罪も非常に多い。コソ泥，すり，置き引き，引ったくり，強盗，
誘拐などに気をつけるようにと，しつこいほどに注意を受けた。政府諸機関は
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もとより，空港，銀行，スーパーその他街の要所要所には銃を構えた兵士や武
装警官が厳重に警備し，ものものしい雰囲気に驚いた。もちろん国によって事
情は異なっていたが，「中南米」のイメージとして，私の記憶に残ったのは以上
であった。
世界エスペラント大会
　国際共通語として創案されたエスペラントは，一世紀余りの歴史を経て，現
在世界各地に広まっている。使用者や学習者の絶対数はまだ少ないが，その分
布範囲を考慮すれば世界でも有数の言語といってもよいであろう。
　そのエスペラントの恒例の行事が，「世界エスペラント大会」（Universala
KongresoウニヴェルサL・一一ラ・コングレーソ）である。これは，前述の世界エス
ペラント協会が主催し，毎年世界の主な都市を会場にして開催される。地球の
隅々からエスペラントをやっている人々が集まって，国際語運動の現状を検討
し将来の展望をはかると同時に，相互の交流や交歓を兼ねるという趣旨だ。会
場では唯一の共通語はもちろんエスペラント。荘重な開会式に始まり，講演，
討議，大会大学，各種分科会，コンサート，ダンスパーティ，アトラクション，
遠足など多彩なイベントが繰り広げられ，いわば年に一度のエスペラントの華
麗な祭典なのである。
　世界エスペラント大会の歴史は長い。第一回は1905年にドーバー海峡に面す
るフランスのブーローニュ・シュル・メールで開催された。最初の「大会」は，
創始者ザメンホフをはじめとして国際共通語運動の支持者たちのなみなみなら
ぬ努力の結晶であった。1887年，ポーランドの眼科医ラザーロ・ルドヴィーコ・
ザメンホフは少年時代から抱いてきた「国際語」の草案を小冊子として公表し
た。誰でも容易に習得，活用できる言語手段を創造して，コトバの通じないこ
とから生じる諸民族間の不和軋礫を少しでも緩和しようという趣旨であった。
それまでにも「共通語」を目指す人工言語案は多数提案されていたが，ザメン
ホフの「国際語」は実用を前提とし，細部にわたって周到な配慮をほどこして
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あったので，識者の認めるところとなり，賛同する者がしだいに増えていった。
公表から18年後，ようやく世界大会実現の運びとなった。600人を越す聴衆を前
にして，ザメンホフは感激にふるえる声で語った。
　「ここに，人類の歴史上はじめて，さまざまの国，さまざまの民族出身の人々
が，一堂に会して，ただひとつの共通のコトバで語りあっているのです」。
　それ以来，二度の大戦中の期間を除いて，世界エスペラント大会は毎年開催
されてきた。ヨーロッパの主要都市を主体としているが，米国やカナダなど北
米や，ブラジリア，北京で行われた年もある。1965年の第50回大会は，東京で
開かれた。1987年ワルシャワのエスペラント公表百周年祝賀大会には約6000人
の参加者があった。そして，昨年1990年の第75回ハバナ大会である。近い将来，
韓国のソウルで開催の話も出ている。
ハバナの「エスペラント国」
　第75回世界エスペラント大会は，1990年7月14日から21日までキューバ共和
国の首都ハバナで開催された。参加登録者1617人，うち日本人127人，中米最初
の大会で，社会主義国という事情を考慮すると，いろいろと悪条件があったに
もかかわらず，まずは成功というところだろう。私は，フライトの都合もあっ
て・15日から19日の間出席した。
　大会は，例年と同様に前項で述べたような多彩なプログラムに従って進行し
た。中でもキューバ革命の指導者フィデル・カストロ首相が開会式に登場した
のが注目をひいた。さらに20日には同首相主催による晩餐会があり，各国エス
ペラント組織代表が200人余り招待され，席上カストロ氏は挨拶の中で，エスペ
フントに対する支持を表明したという。
　大会の運営は，率直に言って，手際のよいものではなかった。たとえば，あ
らかじめ予約しているのに現地に着いても宿が決まらず，何時間もロビーで待
たされる人々もいた。正式の国交のない米国の場合は当然かも知れないが，ソ
連・東欧圏からの参加者もごく少なかった。話によると，キュ＿バ政府は社会
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主義圏の変革が国内に及ぶのを懸念して，東欧からの入国を好まないとのこと
だった。
　大会のメイン・テーマは「エスペラント，発展，文化の多様性」であり，大
会決議の要旨は次の通りであった。「文化の多様性は人類の貴重な遺産であり，
後世に伝える義務がある。少数民族文化は尊重されなければならず，画一化す
る現代生活の中で多様性を守ることが必要だ。エスペラントはこの多様な諸言
語諸文化をっなぐ架け橋であり，ユネスコなど国際機関やエスペラント諸組織
はこの趣旨に沿って，エスペラントをますます活用すべきである」。
　プログラムの中では，「ラテンアメリカの文脈で『発展』を考える」というパ
ネル討論会が興味深かった。「一般の人々の生活が極端に困窮している状況の下
で，『国際語』や『国際交流』とはいったいどういう意味をもつのか」という真
剣な問いかけである。エスペラントが全人類の共通語として本来の役割を果た
すには，前途遼遠だ。
　このほか，「アジアの国際語運動を考える」という集会もあった。主として日
本，韓国，中国の人たちが出席し，それぞれの現状と問題点について語りあっ
た。国際化時代を迎えて，今やエスペラント運動はヨーロッパ主導型から脱却
しつつある。
　大会は，また世界中のエスペランチストと旧交をあたため新交を結ぶ場でも
ある。カリブ海の一隅に開花した「エスペラント国」，私はその市民として実り
多く快適な数日を過ごしたのだった。
「危機の国」の同志たち
　ハバナをあとにして，7月20日南米大陸に入った。最初の訪問国ベネズエラ
のエスペランチストは，「この国は，今や最大の危機にある」と言った。そして，
その言葉は南米諸国を周遊しているあいだ，いたるところで耳にした。
　ベネズエラの首都カラカスで会った「同志」アンドレス・トゥリーシ氏は流
暢なエスペラントで2時間も語り続けた。「ベネズエラのエスペラント運動は，
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人手不足のうえ，派閥争いもあって困難な状況だ。大同団結が必要だ」「エスペ
ラントは，できるだけ多くの人々がわかることがまず肝要で，こみいった語学
上の問題は専門家にまかせておけばよい」「この国の苦境は当分続くだろう。し
かし，国際語の灯を絶やしてはならない」。
　ベネズエラ第二の都市マラカイボでは，ダビド・バレシーリョス氏とそのエ
スペラント・グループの生徒という人たちと交流した。同氏は，首都とは別個
に当地でエスペラントの普及活動を行っていて，マラカイボはいわば自分の「小
王国」だ。地元の有力者の中にも後援者がいて，テレビのインタビューを受け
た。街の大通りの一角には，自分たちが建てたというザメンホフのりっぱな胸
像があった。
　次の訪問国コロンビアは，「麻薬と爆弾」で知られたところだ。経済状況はベ
ネズエラよりももっと悪く，社会情勢不穏だが，ここにも「エスペラント国」
が存在した。
　まず港町カルタヘナで，カトリック神父のルイス・トラール氏の歓迎を受け
た。「日本人に会うのは初めてです。私は，今でも，ヒロシマとナガサキの犠牲
者のために祈りを捧げています」「現在のローマ教皇は若いときエスペラントを
やったそうです。ザメンホフと同国人ですからね」「東独やバルト三国のエスペ
ランチストたちとも文通していますが，最近の変革の実情がよくわかります」。
トラール氏は，当地でエスペラント・グループを指導していて，教会のミサを
エスペラントで執行したこともあるという。ベネズエラと同じくコロンビアで
も，国際語運動は盛んではなく，全国統一組織もできていないとのことだった。
　それから，高原の首都ボゴダ。コロンビア・エスペラント連盟会長のサンチ
ヤゴ’アルバレス氏にいろいろと世話になった。日本から「同志」が来たとい
レつので，首都やその他の各地からエスペランチストが大勢集まって，歓迎のパ
、ティを開いてくれた。飾り暖炉のある広問にはザメンホフの肖像，銀盆にの
せたグラスを配る蝶ネクタイの給仕人，ここは，「上流階級」の社交の場だ。そ
れでも結構，この人々は国際共通語や国際交流のいわば前衛なのだ。エスペラ
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ントは少なくともその分だけ普及する。
フジモリとエスペラントの行方
　エクアドルを経由してペルーの首都リマに着いたのは，日系新大統領フジモ
リ氏の就任式の四日後だった。噂にたがわずこの国は，政治も経済も社会もす
さまじい混乱の中にあった。たとえば，換金したら，1米ドルが現地通貨で146，300
インティとなった。インフレ年率200万％というのも誇張ばかりではない。
　ペルー・エスペラント協会会長のウルピアーノ・ビリャヌエーバ氏は温厚な
人柄，苦難の国のエスペラント事情について静かに語るのだった。「この国の国
際語の歴史は長い。ザメンホフの友人がペルーにエスペラントを紹介し，私財
を投げ出して普及に努めた」「運動はいったん途絶えたが，今から30年前に私が
リマにエスペラント・グループを作った。一時は講習会も隆盛したものだ」「問
題のひとつは，南米ではブラジルを除いて，スペイン語がどこでも通用し『国
際語』となっている。一般人はわざわざエスペラントを習得する気にならない」
「ペルー・エスペラント協会の会員は全国で50人くらいいる」
　このほか，グスターボ・セガミ・ササキ氏が，宿まで会いに来てくれた。ま
だ20歳代かとも見える好青年で，エスペラントが非常に達者だ。「中学生の頃か
ら興味をもっていたところ，たまたまテレビで日本人エスペランチストのイン
タビューを見て，本格的に学習を始めた」「世界大会は，ワルシャワとハバナに
参加した」「リマの運動は盛んではなく，外国から同志が来ると有志が集まる程
度だ」
　フジモリ新大統領についても大いに話題となった。当地の日系新聞「ペルー
新報」には「ガンバレ，フジモリ，ダイトーリョー」と大見出しの特集が出た。
しかし，現地の日系人たちの問では，支持者が少ないそうだ。「危機」の処理に
失敗した場合に，自分たちへの反発と報復処置を恐れているためという。フジ
モリ氏は訪日して，政府関係者にペルーの苦境を訴えたというが，世界最初の
日系元首を生かすか殺すかは，日本の出方とも大きな関係があるのではないか。
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　「危機」の国では，エスペラントの同志たちの対応も異例であった。「プロの
エスペラント・ガイド」と称する女性が案内を申し出てくれたので，通例の「善
意の奉仕」と思って感謝したら，あとで高額の「ガイド料」を請求された（こ
のガイド，エスペラントはほとんど話せないことがわかった）。昼食に案内され
た豪華なレストランで，さんざん飲み食いされたあげく，勘定を払ってくれと
言われた。28，418，000インティ，約30000円だ。
　この国の「エスペラント国」の正常化のためにも，フジモリ大統領の改革が
成果を挙げることを念願した。
アルフレッド・ペトロフ伝
　リマをあとにしてクスコやマチュピチュのインカ遺跡を巡り，チチカカ湖を
経て，ボリビアに入った。この国にはエスペラントの全国組織がなく，世界エ
スペラント協会の「代表委員」もいない。山と原野と密林ばかりで，南米の片
田舎だといわれ，「国際語」など無縁のところのようだが，ここでかえって密度
の濃い交流を経験した。ラパスからコチャバンバに飛び，市内からさらに20キ
ロも離れた辺鄙な村に，エスペラントの孤塁を守る同志がいたのである。
　アルフレッド・ペトロフ氏，30歳代のなかば，口髭をたくわえた長身の青年。
エスペラントがうまいだけでなく，恐ろしく饒舌だ。聞けば，曾祖父はリトア
ニアの出自，一家は東欧やドイツを転々と移住した。ペトロフ氏自身は英国生
まれ，ケンブリッジで教育を受け，その後ドイツ，エチオピア，レバノンなど
に滞在し，米国の大学で地質学を専攻し，さらにメキシコの大学でスペイン語
を学んだ。この間ボリビア生まれの日系二世の夫人と結婚，その関係で日本に
も3年間居住し，名古屋，広島や沖縄・南西諸島で働いたこともある。現在は，
僻地ながら風景絶佳の湖畔に邸宅を構え，学術講演や論文の通訳・翻訳を仕事
としているが，そのかたわら専門の鉱物標本採集やボランティアの植林事業に
たずさわり，近所の人たちにエスペラントを教えているという。
　ペトロフ氏の半生そのものも興味深いが，その流暢なエスペラントで語る生
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活と意見がまた面白かった。たとえば，彼の英語論は次の通りだ。
　「私の家では，家族の問で英語と日本語とスペイン語を使っているが，国際交
流の場での英語の専制支配には反対だ」
　「とにかく，日本のように英語万能の社会も珍しい。米国よりも日本政府のほ
うが，英語の普及にずっと熱心だね」
　「話によると，或る国際会議で『普通の教育課程の外国語授業には，2，3か
国語を導入しよう』という趣旨の決議案が提出されたとき，日本だけが『英語
ひとつで充分だ』といって反対したそうだ」
　「名古屋の大学で留学生に日本語を教えている教師に，『日本語学習で最大の
問題は』とたずねたら，『生徒の半分が英語を知らないこと』と答えたけれど，
これはちょっとおかしいのではないかな」
　有り余る才能を抱いてペトロフ氏は，このままボリビアの寒村に埋もれてし
まうのだろうか。「なに，金がなくなったら，また日本へ出稼ぎに行くさ」と屈
託がなかった。
　　　　　　　　　アンデスからマゼラン海峡まで
　ラパスからチリ北端の港町アリカまでは，高度4000メートルを越えるアンデ
ス山脈を列車で横断した。満目荒涼，酷寒の無間地獄であった。
　チリに入ると，雰囲気が一変した。ここは，もはやヨーロッパ，人種構成で
はスペイン系とその混血が9割以上を占め，街の立たずまいも欧米ふうに明る
く整っている。
　こういうところには，生活の余裕もあって国際交流や国際語に関心がある人々
がいるのは当然で，世界エスペラント協会の加盟団体となっている「チリ・エ
スペラント協会」が，首都のサンチャゴにある。「年鑑」を見ると，首都をはじ
めクリコ，バルディビアなど各地に「代表委員」が居住している。
　旅行に先立って同協会に連絡したところ，書記のガブリエル・モレーノ氏か
ら歓迎の旨の返事が来た。また，サンチャゴから200キロ離れたクリコのエクト
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ル・ドレス氏は，首都まで会いに行くと言ってきた。アリカや，はるか南方の
湖沼地帯にいるエスペランチストの連絡先も教えてくれた。チリは恐ろしく長
大な国で，クリコのさらに南方のリナーレスという町に住むホセ・アントニオ・
オラバリア氏からも，「はじめて外国人とエスペラントで話すのを楽しみにして
いる。来たら，自宅に泊めてやる」との手紙を受け取っていた。実は，このオ
ラバリア氏とは，その後ハバナの「大会」で対面する機会があった。「チリには，
組織的なエスペラント運動はほとんど存在しない。自分の町の講習会に教材が
不足しているので，送ってくれ」とのことだった。
　ところで，「同志たち」とはいろいろ連絡がついていたのだが，日程の都合も
あって，チリでエスペランチストと実際に接触できたのは，首都のサンチャゴ
だけであった。
　「代表委員」のダニエル・ザネリ氏とはホテルで会った。元教師で数学・物理
が専門，温厚な人柄，エスペラントをポツリポツリと話した。ダビド・アルベ
ステキ氏は「協会」の代表者，商店経営，自宅に招待してくれた。「チリーの経
済は，この頃少し落ち着いてきたが，一般に生活が苦しいのでエスペラント運
動も沈滞気味だ」「サンチャゴにはエスペランチストが2，30人はいるだろう。全
国では100人くらいかな」「私は，販売業のかたわら，ここ10年ほどエスペラン
トを教えてきているが，途中でやめてしまう者が多い。やはり英語にはかなわ
ないのかな」。
　そうは言っても，アルベステキ氏はエスペラントを捨てず，普及に熱心だ。
ワ　　ン」ついう人たちの地道な努力は，いつかきっと実を結ぶことだろう。
　南米最果てのマゼラン海峡をまわって，8月21日私たちはアルゼンチンに入
国した。
組織を挙げての対応
　アルゼンチンの南端に近い小さな町で，1000キロも離れた首都からの「斥候」
に会った。日本人「旅行団」の入国を確認するためだった。首都に着いたとた
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んに，私たちは，アルゼンチン・エスペラント連盟とブエノスアイレス・エス
ペラント協会の「同志たち」の熱烈な歓迎を受けた。文字通り「組織を挙げて
の対応」で，滞在の5日間ぎっしり詰まった日程に，嬉しい悲鳴をあげたほど
だった。
　この国も，チリと同じく南米の「ヨーロッパ」である。国土は広大肥沃，天
然資源に恵まれ，近代産業も盛んで，教育水準が高い。しかし，最初に話題と
なったのは，やはり「現在，危機にある」ということ。そのため，エスペラン
ト運動も停滞しているので，私たちの訪問を機会に組織の活性化をはかろうと
いうことだった。
　宿の近所にある「協会」を訪れると，集会室の正面黒板に日の丸と折り鶴が
飾りつけてあった。アルゼンチンには組織に属するエスペランチストが100人ほ
ど，首都の「協会」の会員は50人くらいいるそうだ。これだけの国にしては，
やや少ない感じもしたが，話を聞くともっともだ。「南米はスペイン語がたいて
い通じるので，『国際共通語』の必要があまり意識されない」「国土が広く，全
国的連携がとりにくい」「生活が貧しく，旅行の機会が乏しい」「エスペラント
は実益にっながらない」など。事情は，どこでも似ている。
　「連盟」会長のロドルフォ・カロヘロ氏，「協会」会長のパブロ・レオン氏，
300キロも離れた町から来たミグエル・ルフィネンゴ氏，ブエノスアイレスの「生
き字引き」のマリアーノ・イバーニェス氏，その他大勢の人たちが，朝から晩
まで入れ代わり立ち代わり付き添うようにして世話してくれた。宿の予約から
市内名所の案内，郷土料理の昼食会，晩餐会，歓迎のコンサートやタンゴの夕
べ，近郊への遠足，次の訪問国への乗り物の手配まで，すべては善意の奉仕で，
金など一文もとらない。「日程が詰まりすぎている」とか，「食事の時間がとん
でもなく遅い」とか，「方々を引き回されて，疲れた」などと言えた義理ではな
い。ただもう感謝，感激するばかりであった。
　思うに，エスペラントに結ばれた人々の問には，理想をわかち合う「同志的
友情」が存在する。「サルートン」というあいさつの言葉は，初対面の人々の心
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を開く魔法の呪文なのだ。
別れのパーティの席上，真情あふれるあいさつと共に，記念品を贈呈された。
こちらも，これまでかかった実費だけでも負担しようと若干の寄付を申し出た
ところ，丁重に断られた。「危機」にあっても，誇り高い人々であった。
エスペラントの夕べ
　私たちがブエノスアイレスに到着した日の地元の新聞には，「連盟」と「協会」
共催の「エスペラントの夕べ」の案内が載っていた。出し物は，「講演『今日の
日本』　トーキョー，メイジ・ダイガク教授　ミズノ・ヨシアキ氏　通訳つき」
ということだった。
　集まった人々は一般市民も入れて40人くらい，協会の狭い集会室はいっぱい
だ。あまり時間がないので，みんな興味があるらしい日本経済発展の秘訣に重
点を置いて話した。敗戦の荒廃の中からどのようにして現在の繁栄に到達した
か，その要因にっいて私なりに理解しているところを，かいつまんで説明した。
政治的安定，軍需抑制と民需育成，ハイテクとそれを支える高い教育水準，勤
勉な民族性などを列挙した。
　聴衆の反応はよく，質問もいろいろと出た。日本の労資慣行，終身雇用制の
是非，婦人労働者の実態など。「日本のふつうの勤労者の平均収入は」ときかれ
て，年収約600万円，アルゼンチンの通貨換算で2億4000万アウストラルと答え
たら，満場から溜め息が洩れた。そのほか，日本の英語教育の実情，国字改革
の成果，エスペラント事情についてもたずねられた。
　総じて，日本に対する関心が非常に高いように見受けた。それもそのはずで，
これまで訪れた南米の国々では日本企業の大きな広告板が，いたるところで目
についた。最南端の小さな町でもそうだった。テレビにも日本紹介の番組が，
しばしば登場するとのことだ。「アメリカ帝国主義の経済侵略」は中南米で悪名
高いが，日本がその二の舞を踏むようなことになってはならないと思った。
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　次の訪問国は，ウルグアイだ。アルゼンチンとブラジルという両大国に挟ま
れて，この国は「眠れる子羊」のように南米の片隅に息づいている。「年鑑」に
は，ウルグアイ・エスペラント協会と共に2，3人の「代表委員」の名前が載
っている。国内でエスペラントをやっている人は50人ほどいるとのこと。その
うち，かねて通知しておいたアルベルト・バロカス氏には電話故障のため連絡
がとれなかった。その代わり，いきなり電話をかけたホセ・マルティ氏がホテ
ルまで出かけて来て，翌日は自宅に招待してくれた。
　同氏はスペイン生まれ，数学，物理の教師をしていたが，フランコ政権の圧
政を嫌ってウルグアイに移住してきた。今は年金生活，エスペラントを教える
のを楽しみに余生を送っている。「この国の現状は振るわないが，ひとつには政
治家の資質にもよる。一国の指導者には，信念と決断と展望と高潔な精神が必
要だね」。日本はどうであろうか。
「善意の軍団」
　長距離バスで，モンテビデオからパラグアイの首都アスンションまで21時間，
途中は見渡す限りの原野と荒地，人家も何もない「純粋の」地平線だ。この国
は，日本より広い国土に人口わずか400万，「素朴でのどかな桃源郷」といわれ
るが，残念ながらエスペランチストには会えなかった。いるかどうかも疑問な
のだ。
　東のはずれの国境を越えて，世界最大のイグアスの滝を見てから，サン・パ
ウロへ直行した。南米の超大国ブラジルも「危機の国」だ。インフレが激しく，
日本で言うならば，1000円札に1円というスタンプを押して使っているような
状態だった。
　ブラジル第一の都市サン・パウロでは，ワルテル・フランシー二氏がLBV
（ロー・ボー・ヴォー）の本部へ連れていってくれた。LBVというのは，エス
ペラントで「レギーオ・デ・ボーナ・ヴォーロ」の頭文字をとったもの，しい
て訳せば「善意の軍団」ということだ。一種の新興宗教集団で，キリスト教精
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神に基づいて各種の社会福祉事業を活発に展開している団体だ。スケールが大
きく，ブラジル全土にわたって「何百万」という会員がいて，海外各地にも支
部があるという。本部に働く従業員は700人，広大な敷地の中には，託児所，学
校のほかに独自の印刷工場や公団住宅規模の職員宿舎が幾棟も立ち，隣接のビ
ルにはそのうち大学を開設する予定という。
　そこの「国際部」のエスペラント部門の主任アンドレ・ティアーゴ氏は，年
の頃は30前後，長身，快活，いつも笑顔で，何くれとなく面倒をみてくれた。
好意にすっかり甘えてしまい，宿の手配から市内見物，買物，やっかいな航空
券の購入，深夜の見送りまで，ひとかたならぬ世話になった。
　ブラジルは，エスペラントについても南米の超大国だ。世界エスペラント協
会の「年鑑」記載の「地域代表委員」の数は263人で，フランス，旧西ドイツに
次いで世界第3位を占める。1981年には，第66回世界エスペラント大会をブラ
ジリアに招致し，1749人の参加登録者があった。サン・パウロには，LBVとは
別にサン・パウロ・エスペラント協会もあり，両者は密接な協力関係にある。
たとえば，前述のフランシー二氏は「協会」に所属であるが，LBVでも文献の
エスペラント訳の仕事をしているとのことだった。
　巨大宗教団体が，海外布教などの目的で国際語エスペラントに注目するのは
珍しいことではない。日本では，京都府亀岡に本拠を置く大本教の「エスペラ
ント普及会」の活動がめざましい。初期の指導者出口王仁三郎の積極的推進も
あり，「普及会」は有能なエスペランチストを続々と世に送り出した。
霊魂教と未来都市
　ロビンソン・マットス氏は，56歳，退職陸軍大佐。でっぷり肥って頑丈な体
躯，大声で話し，豪快に笑う。リオ・デ・ジャネイロのバスターミナルに出迎
えにきて，私たち三人を荷物といっしょに有無を言わせず車に詰め込み，都心
から20キロも離れた海岸の自宅に直行した。基礎工事以外はすべて手作りとい
うご自慢の家に泊めてもらい，さんざん御馳走になり，深夜のランバダ・パー
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ティにも案内された。
　日本の同志たちが来たというので，市内でエスペランチストの内輪の会合が
あった。年配の男性を中心に10人ほど，日本の現状やエスペラント事情につい
て遅くまで話がはずんだ。この町には，リオ・デ・ジャネイロ・エスペラント
協会，エスペラント文化センターなどがあって運動は活発だが，「スピリティス
モ」関係のエスペランチストが多いのが特色のようだ。しいて訳せば「霊魂教」
となる。「父（神）と子（キリスト）と聖霊」というキリスト教の三位一体の教
義のうち聖霊の働きを重視する。具体的には，死者の霊との交流や，遠方の人
とのテレパシーによる交信が可能だというのだ。マットス氏が，その熱心な信
者だと知って驚いた。「人間はみんな不滅の霊魂をもっているから，時間や空間
を超越して互いに交流できるのだ」という。サン・パウロの「善意の軍団」に
しても，この「霊魂教」にしても，この国の国際語運動にはどこか神がかりの
ような一面があるのは，亜大陸ブラジルの広大神秘な風土の所産なのだろうか。
　リオ・デ・ジャネイロから1000キロ離れた高原の首都ブラジリアでは，医学
部教授アイモレ・ヴァス・ピント氏の手配で，大学で「日本事情について」講
演した。ブエノスアイレスと同様の趣旨のことだが，特に平和憲法の効用を強
調した。広い階段教室に聴衆約50人，みんなエスペラントを学んでいるという
ことなので，通訳なしで話した。大部分は若い男女の学生，ブラジルの「エス
ペラント国」の前途は明るいという印象を受けた。
　ブラジル・エスペラント連盟も訪問した。ベテランのフランシスコ・オリヴ
ェイラ氏とカルロス・マリア氏が，エスペラントによる国際交流の重要性につ
いて熱弁をふるった。
　ブラジリアは，無人の原野のただ中に建設された人工計画都市だ。テレビ塔
の上から見た全市の眺望は，両翼をいっぱいに広げて天空を飛翔する大鵬の雄
姿を象徴していた。
　アマゾンの中心，大密林に囲まれたマナウスでは，連絡がつかずエスペラン
チストには会えなかった。しかし，同行の中村氏は，一部別行動をとって，ブ
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ラジル東北部をめぐり各地でエスペラント仲間の歓迎を受け，さらにマナウス
でもエスペラント・グループの世話になったということだ。
マヤの栄光はよみがえるか
　中米では，小国グアテマラに「エスペラント国」が隆盛していた。空港には
大勢の出迎え，日本語のあいさつも受けた。グアテマラ・エスペラント協会会
長のエクトル・サンチェス・ラトゥール氏は50歳前後か，建築家が本業で耐震工
学研修のため日本に一年間滞在した経験がある。陽気で多弁でまことに親切だ。
四六時ちゅう世話になった。
　私の見聞した限りでは，この国のエスペラント界は，主として「上流階層」
の人々から成り立っているようだ。ラトゥール氏の母親コンスエーロ夫人の豪
邸のカクテル・パーティには，20人ほど集まったが，政治家や実業人，作家，
マスコミ関係者などが大部分。同国人同士なのにエスペラントで話あっている
のに感心した。
　中でも，エドムンド・キニョーネス氏は，弁護士出身で元内務大臣，法曹界
の重鎮だ。私たちが訪問した頃はちょうど大統領選挙を控えて，政治情勢があ
わただしい時期で，同氏は候補者資格審査機関の長という重職にあり，軍部に
批判的なので身辺警護を必要とするほどの「大物」だ。エスペラントはむしろ
たどたどしいほうだったが，私たちの前ではスペイン語をけっして使わなかっ
た。実は，このキニョーネス氏の大邸宅に私たちは二晩泊めてもらったのだ。
　南米と同じく，中米諸国も政治的不安定と経済的不振に悩んでいる。これら
の国々は，自然的，経済的条件がほぼ同じ，人種構成も歴史も似かよっていて，
スペイン語を共通語としているから，統合して「中米合衆国」でも作ったら，
地域の安定と発展のためになるだろうと考えたが，ラトゥール氏は賛同しなか
つた。「今，中米全域を事実上支配しているのは米国資本だ。原料の供給地，製
品の市場として，彼らは保守勢力と結託して現状の安定を望んでいる。中米諸
国が結束すると発言力が増大し，結果的には米国の利益に一致しないことにな
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るから，容易に実現しないだろう」。
　グアテマラは，マヤ文明の故地として有名だ。北部のティカルに残る大遺跡
は，当時の栄華を物語って余すところがない。そのヤマの栄光を，エスペラン
トの世界で再現しようというのが，ラトゥール氏の構想だ。グアテマラに世界
エスペラント大会を招致したい。早ければ5年後，遅くとも10年後には，キュ
ーバに次いで中米にふたたび大輪の「エスペラント国」を開花させようという
のだ。私が見たところでは，そういうことも夢ではない。この国のエスペラン
ト運動は一部の階層に限られているが，そういう人たちは金もひまもある。政
財界にも支持者が多いようだ。動機はどうであれ，彼らの動向は国際語の啓蒙・
宣伝に大いに貢献するのではないか。マヤの栄光の再現を念願した。
若者たちと手をくんで
　ベリーズで「カリブ海の休日」をたのしんだあと，メキシコに入り，チチェ
ン・イッツアやパレンケのマヤ遺跡を見て，高原の町オアハカに着いた。空港
には，当地のカトリック教会神父ホセ・クラムント氏とイグナーシ・ペゲイラ
氏が待っていた。
　メキシコには，首都に「メキシコ・エスペラント連盟」があり，世界エスペ
ラント協会の代表委員も各地に存在する。しかし，中米の大国の割にはエスペ
ラント運動がそれほど盛んなようには見えなかった。旅行の初め，キューバに
渡る前にメキシコ・シティに立ち寄ったとき，同「連盟」の会長フィデル・フ
ィゲロア氏とレオノーラ・トレス夫人の出迎えを受けた。さっそくハバナ行き
の航空券の手配や市内観光など，「同志的友情」の恩恵にあずかった。
　さて，今度のメキシコ再訪では，若者たちとの交流が有意義であった。エス
ペラント界の高齢化が久しく問題となっている。その意味で，若者たちは「次
代の希望の星」なのだ。ペゲイラ氏の教会には付属の学校があって，そこでは
エスペラントを必修科目に入れている。私たちが訪問したときは，たまたま授
業がない時期で，実情を参観できなかったが，そのクラスの学生たち6人と，
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市内見物や近郊の遺跡巡りをした。みんなまだ高校生で，そのうち3人は米国
やヨーロッパからの留学生だ。「初心者」ということだが，とにかくエスペラン
トで意思を通じさせようとする意欲があって，心強かった。ここは過疎の町で
しかるべき就職口も少なく，学校を出ると若者は町を捨てていくとのことだっ
た。ペゲイラ氏は，聖職者に似合わず酒も煙草も嗜む。四方山の話の中で，「ラ
テンアメリカ最大の問題は，やはり貧富の絶対的格差だ」ということで，意見
が一致した。
　3か月の旅行を終えて，中南米のエスペラント事情について一段と理解が深
まった。とりわけ現地のエスペランチストたちと直接接触できたことは，今後
この地域との交流に大いに役立つと思う。率直に言って，中南米の「エスペラ
ント国」は思っていたほどには振るわず，多くの問題を抱えていた。そして，
その問題は，この大陸の政治的・経済的状況と密接に関連しているのだ。国際
語運動の発展のためにも，心あるエスペランチストは，厳しい社会的現実に目
をそむけていることはできないであろう。
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